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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】暗いところでも液晶板の文字等を鮮明に、また
長時間表示することができ、かつ、消費電流を抑え、薄
型化が可能で、環境によい、バックライトを備えない高
輝度畜光液晶パネルを提供する。
【解決手段】バックライトを備えない高輝度畜光液晶パ
ネルは、通電することにより七セグメントディスプレイ
を有し数字もしくは文字を表示させる液晶板３と、液晶
板を挟むように配置される透過型偏光板である第一偏光
板２及び反射型偏光板である第二偏光板４と、自然光を
、吸収し発光することを繰り返し行うことができ、放射
線物質を含まず、アルミン酸塩化合物を主成分に希土類
元素を添付焼成することにより生成された畜光顔料を表
面に塗布してシート状にした畜光シート５と、を備え、
自然光の入射方向から、第一偏光板、液晶板、第二偏光
板、畜光シートの順に重ね合わせたことを特徴とする。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
バックライトを備えない高輝度畜光液晶パネルにおいて、
前記液晶パネル１は、
七セグメントディスプレイを有し通電することにより数字もしくは文字を表示させる液晶
板３と、
前記液晶板を挟むように配置される透過型偏光板である第一偏光板２及び反射型偏光板で
ある第二偏光板４と、
自然光を、吸収し発光することを繰り返し行うことができ、放射線物質を含まず、アルミ
ン酸塩化合物を主成分に希土類元素を添付焼成することにより生成された畜光顔料１０を
表面に塗布してシート状にした畜光シート５と、を備え、前記自然光の入射方向から、前
記第一偏光板、前記液晶板、前記第二偏光板、前記畜光シートの順に重ね合わせ、
前記第一偏光板に入射された自然光が前記液晶板、前記第二偏光板を通過し、前記畜光シ
ートに吸収され、前記畜光シートに吸収された光を前記第二偏光板により光の干渉を利用
し第二偏光板を通過しないＳ波をリサイクルし、前記光を通過するＰ波に変換させること
により輝度を高めるように構成することにより、暗いところでも前記液晶板の文字等を鮮
明に、また長時間表示することができるバックライトを備えない高輝度畜光液晶パネル。
【請求項２】
前記蓄光シートの前記蓄光顔料を塗布した面と同一の面の外周に一定幅の糊部１２を設け
たことを特徴とする請求項１に記載のバックライトを備えない高輝度畜光液晶パネル。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、バックライトを備えない蓄光液晶ディスプレイに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の液晶パネルは、一般的にバックライトを備えている。しかし、バックライトを備
えている液晶パネルは消費電流が高く、パネル自体を薄型化できないという問題を抱えて
いた。この問題を解決するものとして、バックライトを備えない液晶パネルが種々提案さ
れている。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、前面偏光板（１）、液晶板（２）、背面偏光板（３）、畜光
板（５）が、上から順に張り合わせた液晶パネルが記載されている。しかし、特許文献１
の背面偏光板は反射型偏光板を使用している記載がないため、一般的な透過型偏光板を使
用していると思われる。従って、背面偏光板から出射される光は輝度が低く、液晶板の文
字等を鮮明に表示することができなかった。
【０００４】
　また、畜光板に使用されている畜光塗料は、その塗料の成分が記載されていないため、
一般的な放射性物質を含む塗料を使用していると思われる。この場合、放射性物質を含む
ため、環境に良くないという問題があった。仮に、放射性物質を含まない塗料を使用して
いたとしても、一般的な塗料（硫化亜鉛タイプ）であり、輝度が低く、耐光性も悪いとい
う問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１０－１０５３０号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
　本考案は、上述した問題を解決するためになされたもので、暗いところでも液晶板の文
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字等を鮮明に、また長時間表示することができ、かつ、消費電流を抑え、薄型化が可能で
、環境によい、バックライトを備えない高輝度畜光液晶パネルを提供することを目的とし
ている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本考案のバックライトを備えない高輝度畜光液晶パネルは、七セグメントディスプレイ
を有し通電することにより数字もしくは文字を表示させる液晶板と、前記液晶板を挟むよ
うに配置される透過型偏光板である第一偏光板及び反射型偏光板である第二偏光板と、自
然光を、吸収し発光することを繰り返し行うことができ、放射線物質を含まず、アルミン
酸塩化合物を主成分に希土類元素を添付焼成することにより生成された畜光顔料を表面に
塗布してシート状にした畜光シートと、を備え、前記自然光の入射方向から、前記第一偏
光板、前記液晶板、前記第二偏光板、前記畜光シートの順に重ね合わせ、前記第一偏光板
に入射された自然光が前記液晶板、前記第二偏光板を通過し、前記畜光シートに吸収され
、前記畜光シートに吸収された光を前記第二偏光板により光の干渉を利用し第二偏光板を
通過しないＳ波をリサイクルし、前記光を通過するＰ波に変換させることにより輝度を高
めるように構成することにより、暗いところでも前記液晶板の文字等を鮮明に、また長時
間表示することができるように構成されたことを特徴としている。
【０００８】
　また、前記蓄光シートの前記蓄光顔料を塗布した面と同一の面の外周に一定幅の糊部を
設けたことを特徴としている。
【考案の効果】
【０００９】
　本考案の液晶パネルは、七セグメントディスプレイを有し通電することにより数字もし
くは文字を表示させる液晶板と、前記液晶板を挟むように配置される透過型偏光板である
第一偏光板及び反射型偏光板である第二偏光板と、自然光を、吸収し発光することを繰り
返し行うことができ、放射線物質を含まず、アルミン酸塩化合物を主成分に希土類元素を
添付焼成することにより生成された畜光顔料を表面に塗布してシート状にした畜光シート
と、を備え、前記自然光の入射方向から、前記第一偏光板、前記液晶板、前記第二偏光板
、前記畜光シートの順に重ね合わせ、前記第一偏光板に入射された自然光が前記液晶板、
前記第二偏光板を通過し、前記畜光シートに吸収され、前記畜光シートに吸収された光を
前記第二偏光板により光の干渉を利用し第二偏光板を通過しないＳ波をリサイクルし、前
記光を通過するＰ波に変換させることにより輝度を高めるように構成することにより、暗
いところでも前記液晶板の文字等を鮮明に、また長時間表示することができるとともに、
消費電流を抑え、薄型化が可能で、環境によい製品にすることができる。
【００１０】
　また、前記蓄光シートの前記蓄光顔料を塗布した面と同一の面の外周に一定幅の糊部を
設けたことにより、蓄光シートの蓄光顔料を塗布している面に糊を付けなくても、前記第
二偏光板に前記蓄光シートを貼り付けることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本考案の液晶パネルの構成を示した斜視図
【図２】本考案の液晶パネルの構成を示した断面図
【図３】本考案の液晶パネルの第二偏光板の構成、作用を示した説明図
【図４】本考案の液晶パネルの蓄光シートの構成を示した斜視図
【図５】本考案の液晶パネルの液晶板に表示される文字等を説明した説明図
【考案を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本考案を実施するための最良の形態を、図面を参照して説明する。図１及び図２
は液晶パネルの構成を示した斜視図及び断面図である。本液晶パネルは、主に電池を電源
としている歩数計、体重計などの健康器具に用いられている。但し、本液晶パネルが搭載
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される製品はこれらに限定するものではない。図１及び図２の如く、液晶パネル１は、図
中上方から第一偏光板２、液晶板３、第二偏光板４及び蓄光シート５を順に重ね合わせて
構成している。前記第一偏光板２及び前記第二偏光板４は、その偏光方向が互いに直交す
るように配置される。なお、図中上方から下方に向いた矢印は自然光の入射方向である。
【００１３】
　前記第一偏光板２は、特に制限されず一般的な透過型偏光板を用いており、その厚みは
約０．２ｍｍとしている。好ましくは透過率が高いものを用いると、透過性に優れ前記液
晶板３の文字等をより鮮明に表示することができる。
【００１４】
　前記液晶板３は、ＴＮ（ツイストネマチック）液晶もしくはＳＴＮ（スーパーツイスト
ネマチック）液晶（ＦＳＴＮ含む）であり、図示しない一対のガラス基板をスペーサーに
より所定の間隔をあけて平行に配置している。該一対のガラス基板の間には、液晶物質等
を注入し、前記一対のガラス基板の周囲を接着剤等により封入して形成している。本実施
の形態では、前記液晶板３の厚みを約２．２ｍｍとしているが、この厚みに限定されるも
のではない。この液晶板３は、七セグメントディスプレイ（ｓｅｖｅｎ－ｓｅｇｍｅｎｔ
－ｄｉｓｐｌａｙ）を有し（図５参照）、通電により、適宜、数字もしくは文字（以降、
文字等とする）を表示する。
【００１５】
　前記第二偏光板４は反射型偏光板で、よく知られている製品としては３Ｍ社のＤＢＥＦ
（Ｄｕａｌ　Ｂｒｉｇｈｔｎｅｓｓ　Ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔ　Ｆｉｌｍ）がある。本実
施の形態では、厚みを約０．３ｍｍとしているがこれに限定されるものではない。図３は
前記第二偏光板４の構成及び作用を示した説明図である。前記第二偏光板４は、図３の如
く、偏光子７、多層フィルム８及び反射フィルム９で構成されている。この構成によれば
、光の干渉を利用し、Ｐ波は前記多層フィルム８を通過し、前記偏光子７に光を送る。し
かし、通過しないＳ波は前記反射フィルム９に戻され、該反射フィルム９により反射され
、新たな光となり前記多層フィルム８に向かう。この新たな光は、またＰ波のみが前記多
層フィルム８を通過し、Ｓ波は前記反射フィルム９に戻され、該反射フィルム９により反
射され、更なる新たな光となり前記多層フィルム８に向かう。このように、前記多層フィ
ルム８を通過しないＳ波をリサイクルし、新たな光を、前記多層フィルム８、前記偏光子
７を通過するＰ波に変換させることにより輝度を高めることができる。従って、前記液晶
板３の文字等をより鮮明に表示することができる。
【００１６】
　図４は前記蓄光シート５の構成を示す斜視図である。
　前記蓄光シート５は、放射線物質を含まず、アルミン酸塩化合物を主成分に希土類元素
を約１４００℃の高温で添付焼成することにより生成された畜光顔料１０を、図４の如く
、シート１１の表面に塗布している。前記蓄光顔料１０は、従来の蓄光顔料に比べ、初輝
度で約１０倍、残光輝度も約１０倍の明るさを持つ物質である。また、前記蓄光顔料１０
、自然光を吸収し、それを蓄積し、発光することを繰り返し行うことができるため、暗い
ところでも前記蓄光顔料１０の発光により前記液晶板３の文字等を鮮明に表示することが
できる。すなわち、バックライトを使用しないため消費電流を抑え、薄型化が可能である
。さらに、前記蓄光顔料１０は放射性物質を含んでいないため環境によい製品にすること
ができる。
【００１７】
　前記シート１１の外周には糊部１２が設けてある。これは、製造工程により異なるが、
前記蓄光シート５を前記第二偏光板４に貼り付けなければならない場合もある。その際、
前記蓄光シート５の前記蓄光顔料１０の上に糊をつけてしまうと、糊の成分が前記蓄光顔
料１０の効果を低減させてしまうため輝度が低下してしまう。従って、敢えて糊を付ける
箇所をあらかじめ設定しておいたほうがよいのである。但し、製造工程により前記蓄光シ
ート５を前記第二偏光板４に貼り付ける必要がない場合は、このような糊部１２を設ける
必要はない。
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　以上によれば、本考案の液晶パネル１は、七セグメントディスプレイを有し通電するこ
とにより数字もしくは文字を表示させる液晶板３と、前記液晶板３を挟むように配置され
る透過型偏光板である第一偏光板２及び反射型偏光板である第二偏光板４と、自然光を、
吸収し発光することを繰り返し行うことができ、放射線物質を含まず、アルミン酸塩化合
物を主成分に希土類元素を添付焼成することにより生成された畜光顔料１０を表面に塗布
してシート状にした畜光シート５と、を備え、前記自然光の入射方向から、前記第一偏光
板２、前記液晶板３、前記第二偏光板４、前記畜光シート５の順に重ね合わせ、前記第一
偏光板２に入射された自然光が前記液晶板３、前記第二偏光板４を通過し、前記畜光シー
ト５に吸収され、前記畜光シート５に吸収された光を前記第二偏光板４により光の干渉を
利用し第二偏光板４を通過しないＳ波をリサイクルし、前記光を通過するＰ波に変換させ
ることにより輝度を高めるように構成することにより、暗いところでも前記液晶板３の文
字等を鮮明に、また長時間表示することができるとともに、消費電流を抑え、薄型化が可
能で、環境によい製品にすることができる。
【００１９】
　図５は前記液晶板３に表示される文字等を説明した説明図である。
　前記液晶板３の文字等を鮮明に表示しているか図５を参照しながら具体的に説明する。
図５は前記液晶板３に通電し、数字の８を表示したものである。図５（ａ）が本実施の形
態で表示されるものを置き換えた図であり、図５（ｂ）が従来品で表示されるものを置き
換えた図である。すなわち、本実施の形態で表示される図５（ａ）は、数字の線がはっき
り鮮明になっている。一方、従来品で表示される図５（ｂ）は、数字の線が随所でぼやけ
てしまい数字は読み取れるものの文字は不鮮明となっている。なお、この図は、あくまで
もイメージを伝えるためのものであり、図５と同一に見えることを主張するものではない
。
【００２０】
　また、前記蓄光シート５の前記蓄光顔料１０を塗布した面と同一の面の外周に一定幅の
糊部１２を設けたことにより、蓄光シート５の蓄光顔料１０を塗布している面に糊を付け
なくても、前記第二偏光板４に前記蓄光シート５を貼り付けることができる。
【産業上の利用可能性】
【００２１】
　本考案は、バックライトを備えない高輝度畜光液晶パネルに利用することができる。
【符号の説明】
【００２２】
１　　　　　液晶パネル
２　　　　　第一偏光板
３　　　　　液晶板
４　　　　　第二偏光板
５　　　　　蓄光シート
１０　　　　蓄光顔料
１２　　　　糊部
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摘要(译)

解决的问题：即使在暗处也能长时间在液晶板上清晰显示字符等，以抑
制电流消耗，实现薄型化，对环境友好，并提供无背光的高亮度光学液
晶。 提供面板。 一种无背光的高亮度液晶面板，包括：液晶板（3），
其具有七段显示器，用于在通电时显示数字或字符；以及透射偏振板，
其被夹在中间以夹住该液晶板。 作为反射型偏振片的第一偏振片2和第
二偏振片4，自然光可以被反复地吸收和射出，不含辐射物质，并且以铝
酸盐化合物为主要成分。 一种节光片5，其通过施加通过烧结附着有稀
土元素而产生的活性光颜料并且从自然光的入射方向形成第一偏振片，
液晶片，第二偏振片而形成为片， 它的特点是按顺序堆叠节光纸。 [选
型图]图1
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